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第１３４回東京海区漁業調整委員会議事録 
 

１ 日  時   令和２年１２月１０日（木） 午後２時００分 

 

２ 場  所   東京都庁第一本庁舎２１階 海区漁業調整委員会室（電話及びWeb会議） 

         東京都新宿区西新宿２－８－１ 

 

３ 出席委員   １番  田 中 國 治    10番  関   恒 美 

         ３番  菊 池 勝 貴    11番  大 沼 清 志 

４番  浜 川 祝 男    12番  岩 田 光 正 

５番  平 賀 秀 明    13番  丸   裕 二 

７番  橋 本 竹 男    14番  井 上   潔 

９番  馬 場   治    15番  有 元 貴 文 

 

４ 欠席委員   ２番  山 下 奉 也    ８番  前 田 福 夫 

    ６番  小 島 一 則 

 

５ その他出席者 

   産業労働局農林水産部水産課        課  長   藤 井 大 地 

〃       統括課長代理（漁業調整担当）  高 橋 克 己 

       〃       統括課長代理（課 務 担 当）  米 本 武 史 

       〃          主 事（漁業調整担当）  舟 橋 達 宏 

       〃          主 事（   〃   ）  木 村 ま い 

   島しょ農林水産総合センター        所  長   松 川   敦 

       〃    振興企画室      主任研究員   山 口 邦 久 

   東京海区漁業調整委員会事務局       事務局長   近 藤   修 

       〃                主  任   田 中 昌 美 

 

６ 議  長   東京海区漁業調整委員会会長 有 元 貴 文 

 

７ 議事録署名人 12番  岩 田 光 正   13番  丸  裕 二 

 

８ 報告事項 

（１）その他 

 

９ 議  案 

  （１）東京海区における遊漁者によるひき縄釣の委員会指示について 

  （２）島しょ海域における火光利用とびうお漁業の委員会指示について 

  （３）伊豆諸島海域におけるいか釣漁業の委員会指示について 
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  （４）はまとびうおの数量目標について 

 

１０ その他 

 

１１ 議事事項 

（午後２時０６分 開会） 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12番・13番委

員 

会長 

 

 

事務局長 

 

会長 

 

 

 

事務局長 

 

会長 

 

 出欠状況の報告。本日は２番山下委員、６番小島委員、８番前田委員につきま

しては、事前に欠席の連絡がございました。定数１５名中１２名出席で委員会は

成立しております。 

 資料の確認。 

 午前中に海面利用小委員会がございまして、その中で音声が悪かったというこ

とがございますので、もし聞き取りにくい点がございましたら、お声をかけてい

ただきたいと思います。 

 それでは、進行につきまして、会長よろしくお願いいたします。 

 

 それでは、第１３４回東京海区漁業調整委員会を開催いたします。師走、１２

月の委員会となりました。この１年間は新型肺炎の影響を受けて、都庁での開催

も難しくなり、電話とオンライン画面での会議が続いております。厳しい状況は

まだ続きそうですけれども、新しい漁業法の改正に沿った手続や審議も進めなけ

ればならず、委員の皆様のご協力と事務局、水産課の皆様のご尽力に感謝してお

ります。 

 では、早速議事に入りたいと思います。 

 まず本日の議事録署名人をお願いしたいと思います。順番で、１２番の岩田委

員、１３番の丸委員にお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。 

 

 了解しました。 

 

 よろしくお願いいたします。それでは、報告事項から入りますが、何かござい

ますでしょうか。 

 

 特にございません。 

 

 ないようですので、議事を進めます。 

 議案の（１）東京海区における遊漁者によるひき縄釣の委員会指示について、

事務局、お願いいたします。 

 

 【資料１】に基づき説明。 

  

 ありがとうございました。遊漁者に関することですので、海面利用小委員会が 

先月の１９日に開催されております。専門委員の意見を聴いておられると思いま 
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12番委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

会長 

 

 

 

 

事務局長 

 

会長 

 

 

 

 

事務局長 

 

水産課（米

本） 

 

 

 

 

 

 

島しょセンタ

ー（松川） 

 

 

すので、座長の岩田委員、ご報告お願いできますか。 

 

 １１月１９日開催しました小委員会で、その議題、遊漁関係の方々のご意見を

聴きましたが、どこからも異議がないということでございましたので、ご報告さ

せていただきます。よろしくお願いします。 

 

 ありがとうございました。特にご異議はなかったということですが、何かご意

見、ご要望ございますでしょうか。ご発言される方いらっしゃいますか。 

では、このまま決定したいと思います。 

 続きまして、議案の（２）島しょ海域における火光利用とびうお漁業の委員会

指示について、お願いいたします。 

 

 【資料２】に基づき説明。 

  

 ありがとうございました。ご意見、ご要望ございますか。 

 では、このままこれも決定したいと思います。 

 続きまして、議案の（３）です。伊豆諸島海域におけるいか釣漁業の委員会指

示について、事務局、お願いいたします。 

 

 【資料３】に基づき説明。 

 

 何かご意見ございますでしょうか。 

では、こちらもこのまま決定したいと思います。 

 続きまして、議案の（４）はまとびうおの数量目標について、お願いいたしま

す。 

 

 詳細につきましては、水産課からご説明させていただきます。 

 

 【資料４】に基づき説明。  

 月曜日の７日に、東京都資源管理型漁業推進協議会で、皆様方の意見を多数お

寄せいただきまして、本日海区委員会にご提案するものでございます。 

 島しょセンターにおかれましては、今後も資源調査のより充実に努めるととも

に、現場の漁業者と協力した資源状況の把握のため、漁業者の期待に応えていく

というお話でございますので、島しょセンターさん、そのようなことでよろしい

でしょうか。 

 

 当初配分量という形での数量目標値を設定したということ、またその後の来遊

状況等で柔軟に目標値の見直しをしていくということで、ご意見をいただいてお

ります。島しょセンターといたしましても、八丈から鳥島までの海域で来遊状況

調査をより充実して図っていきたいと考えております。また来遊状況が今後不透
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会長 

 

 

 

９番委員 

 

 

水産課（米

本） 

 

 

 

９番委員 

 

会長 

 

 

水産課（米

本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明なところも想定されますので、来年１月からは、例えば漁獲データだけに頼ら

ない何か新しい調査手法につきましても、検討を行っていきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

 

 ありがとうございました。はまとびうおの数量目標について、資料と合わせて

説明と情報提供までいただきました。何かご意見、ご要望ございますでしょう

か。 

 

 目標数量が令和２年の目標４２万尾の半分の根拠は説明されましたでしょう

か。５０％とする根拠。 

 

 平成３１年に５６万尾のところですね、実際２８万尾で約５０％の消化率がご

ざいました。当面は半分ということで出させていただくということで、実際は積

み上がり状況によってはそれを見直すということなので、ご理解いただきたいと

思っております。 

 

 分かりました。 

 

 他にいかがでしょうか。 

２１万尾にするという数量目標で決定したいと思います。 

 

 追加でよろしいでしょうか。月曜日と重なる説明になりまして、連続してご出

席の委員の方には非常に同じような説明で申し訳ないのですが、説明させてくだ

さい。 

 「東京都資源管理方針の策定（予定）」でございます。１２月１日に漁業法が

施行されました。 

 ＴＡＣ計画の変更ですが、「海洋生物資源の保存及び管理に関する法律」が１

２月１日に廃止になっております。「まさばとごまさば」は来年の６月３０日ま

で、「くろまぐろ」については来年の３月３１日までは、この計画で進むことに

なってございます。 

 資源管理指針につきましては、自主的な資源管理ということで、各浜で行って

いるものの基本になる方針でございます。これにつきましては、令和５年度の末

まで存続するということになってございます。まだ、令和５年度まで若干時間が

ございますので、改めてご説明したいと思います。令和５年度までの間に変更が

生じますので、その際は直接こういうコロナの状況が解消されるということが前

提ですが、皆様方の所に伺って説明の上、進めたいと思います。 

 今後は、「まさば及びごまさば」、「くろまぐろ」につきましては、新たに 

「東京都資源管理方針」を策定しまして、特定水産資源の別紙１で決めていくこ 

とになります。その他の令和５年度までのものは、別紙２あるいは別紙３という 
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会長 

 

 

 

 

事務局長 

 

水産課（舟

橋） 

 

 

 

会長 

 

 

 

水産課（高

橋） 

 

会長 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形になります。 

 その本体になる「資源管理方針」ですが、次の海区委員会の時に具体的な案を

お示ししたいと思いますので、皆様方のご意見等を伺いたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 

 ありがとうございました。ここで質問かご意見ございましたら、お願いいたし

ます。大丈夫でしょうか。 

では、東京都資源管理方針の策定というところについての説明は以上でした。 

 続きまして、「適格性に関する誓約書について」をお願いいたします。 

 

 詳細につきましては水産課からご説明差し上げます。 

 

 【資料５】に基づき説明。 

 最後ですけれども、決して漁業者の皆様を疑っているというわけではなく、法

改正により、より厳密な運用が求められることというものになっております。 

 私からは以上です。よろしくお願いいたします。 

 

 なんか深刻な議題でしたけれども、ご意見、ご要望ございますでしょうか。こ

このところで結構深刻な状況というのを新聞で読むことがありますけれども、東

京都ではこういったのはなかったのですよね。 

 

 東京都においては、会長もおっしゃるようにこれまでそういった事例はござい

ません。 

 

 暴力団員ですと自分から言う人はいないのではないかという気がしているので

すけど。むしろ、いろいろこの先が大変なのだろうなという気がしますけれど

も、そういう事態が来ないことを期待したいと思います。 

 では、議題の５番、このまま決定したいと思います。 

 その他ですけれども、何かありましたらお願いいたします。 

 

 それでは、次回、第１３５回海区委員会の開催予定でございます。 

 日時ですけれども、令和３年１月１２日火曜日２時からでございます。場所で 

すけれどもこちらも電話・Ｗｅｂ等で開催いたします。議案は、（１）八丈島近

海漁場に設置した浮魚礁の漁業の制限に係る委員会指示について。（２）伊豆諸

島海域におけるはご釣漁業の委員会指示について。（３）東京湾横断道路木更津

人工島「海ほたる」周辺海域における水産動植物の採捕及び遊漁船業の禁止に係

わる一都二県連合海区漁業調整委員会指示第１５号（案）について、でございま

す。 

 今後の予定です、２月に東京都資源管理型漁業推進協議会、それから第１３６ 

回海区委員会が予定されておりますが、日程は未定でございます。決まり次第ご 
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会長 

連絡差し上げます。以上でございます。 

 

 ありがとうございました。以上で本日予定した議事は終わりましたが、他に何

かございますでしょうか。電話でご参加の方、オンラインで参加の方いかがでし

ょうか。 

 では、これをもちまして、本年最後の委員会１３４回の漁業調整委員会を終了

したいと思います。どうもありがとうございました。 

 


